






























1.本研究の目的 

 母親教育の重要性については,従来も母子保健の諸側面に関し,あるいは家庭保健もしく

はファミリーヘルスとの関連において,指摘されて来たが,学校教育や成人教育等を含む広

い立場からの検討は,ほとんど行われていない。また,その典型的な 1例である母親学級に

ついても,日本社会の都市化や核家族化の進行ならびに日本人の価値観や生活様式の多様

化左どの視点から,そのあり方を再検討する必要がある。 

 本研究は,このような観点から,母親教育の現情について,教育される側と教育する側と

の両者に関し,調査を実施して検討を行い,その問題点を明らかにするとともに,ガイドラ

インともいうべきものを作成することを目的として行った。 


